
団
体
営
小
規
模
排
水
対
策
特
別
事
業
ａ
那
市
手
良
蟹
沢
南
地
５

蟹
沢
桜
林
・入
林
・ワ
ラ
ン
ベ
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書

伊

那

市

教

育

委

員

会

伊
那
市
手
良
土
地
改
良
事
務
所



序

伊
那
市
手
良
蟹
沢
地
区
は
昭
和
六
十
年
単
年
度
に
小
規
模
排
水
特
別
対
策
事

業
を
行
っ
た
。
蟹
沢
地
籍
の
蟹
沢
桜
林

。
入
林

。
ワ
ラ
ン
ベ
遺
跡
の
緊
急
発
掘

調
査
は
、
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
手
良
土
地
改
良
事
務
所
の
委
託
に
よ
り

伊
那
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
団
を
設
け
て
、
昭
和
六
十
年
度
事
業
と
し
て

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
「

こ
の
地
籍
は
北
側
に
伊
那
山
脈
の
北
限
、
鉢
伏
山
麓
の
峰
々
の
連
な
が
り
を

仰
ぎ
見
、
西
側
の
眼
下
に
、
鉢
伏
山
を
源
と
し
て
、
南

へ
流
れ
下
だ
る
棚
沢
川

が
龍
蛇
の
如
く
に
見
え
、
駒
ヶ
岳
山
麓
に
沈
み
行
く
西
日
を
正
面
に
跳
望
で
き

る
風
光
明
媚
な
土
地
柄
と
言
え
よ
う
。

今
回
の
調
査
結
果
と
し
て
、
入
林
遺
跡
よ
り
初
め
て
検
出
さ
れ
た
城
館
跡
は

手
良
奥
地
の
中
世
史
解
明
に
大
き
な
手
掛
り
に
な
る
と
思
う
。

こ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
団
長
に
友
野
良

一
先
生
を
お
願
い
し
て
調
査
団

を
編
成
し
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
調
査
団
の
先
生
方

の
献
身
的
な
御
努
力
と
、
手
良
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
無
事
終
了

で
き
、
ま
こ
と
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
調
査
報
告
書
を
発
刊
す
る
に
あ
た
っ
て
、
手
良
土
地
改
良
事
務
所
を

は
じ
め
、
県
教
育
委
員
会
、
調
査
団
の
諸
先
生
、
地
元
蟹
沢
地
区
の
皆
様
に
、

新
め
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十

一
年
二
月伊

那
市
教
育
委
員

裏

育
長

伊

沢

　

一
雄

几

例

一
、
今
回
の
発
掘
調
査
は
小
規
模
排
水
対
策
特
別
事
業
に
伴
な
う
、
土
地
改

良
事
業
で
、
第

一
次
緊
急
発
掘
調
査
に
も
と
づ
く
報
告
書
と
す
る
。

二
、
こ
の
調
査
は
小
規
模
排
水
対
策
特
別
事
業
に
伴
な
う
緊
急
発
掘
で
、
事

業
は
長
野
県
伊
那
市
手
良
土
地
改
良
事
務
所
の
委
託
に
よ
り
、
伊
那
市
教

育
委
員
会
が
発
掘
調
査
団
を
結
成
し
て
実
施
し
た
。

三
、
本
調
査
は
、
昭
和
六
十
年
度
中
に
業
務
を
終
了
す
る
義
務
が
あ
る
た
め

報
告
書
は
図
版
を
主
体
と
し
、
文
章
記
述
も
で
き
る
だ
け
簡
略
に
し
、
資

料
の
再
検
討
は
後
日
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
。

四
、
本
文
執
筆
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
担
当
し
た
項
目
の
末
尾
に
氏

名
を
記
し
た
。

飯
塚
政
美

◎
図
版
作
製
者

ｏ
遺
構
及
び
地
形

友
野
良

一　
飯
塚
政
美

○
土
器
及
び
石
器
実
測
図

飯
塚
政
美

◎
写
真
撮
影

ｏ
発
掘
及
び
遺
構

こ
退
物

友
野
良

一　
飯
塚
政
美

五
、
本
報
告
書
の
編
集
は
主
と
し
て
、
伊
那
市
教
育
委
員
会
が
あ
た
っ
た
。

六
、
遺
物
及
び
図
面
類
は
伊
那
市
考
古
資
料
館
に
保
管
し
て
あ
る
。



一
　

発
掘
調
査
の
経
緯

手
良
地
区
の
土
地
改
良
事
業
に
伴
な
っ
て
昭
和
五
十
二
年
度
に
は
中
坪
の
砂

場
遺
跡
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
上
村
の
上
村
遺
跡
を
緊
急
発
掘
調
査
致
し
ま

し
た
。
前
述
し
た
土
地
改
良
事
業
は
農
村
総
合
整
備
事
業
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

昭
和
六
十
年
度
に
は
県
営
圃
場
整
備
事
業
に
伴
な
っ
て
手
良
八
ツ
手
に
あ
る

堤
林

。
島
崎
の
両
遺
跡
が
夏
場
に
緊
急
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
、
小
規

模
排
水
対
策
特
別
事
業
の
実
施
以
前
に
手
良
蟹
沢
に
あ
る
蟹
沢
桜
林

・
入
林

。

ワ
ラ
ン
ベ
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
実
施
し
た
。

昭
和
六
十
年
七
月
二
十
四
日
　
手
良
土
地
改
良
区
理
事
長
と
伊
那
市
長
と
の

間
で

「埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
委
託
契
約
書
」
を
締
結
し
、
契
約
後
、

た
だ
ち
に
、
発
掘
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。
発
掘
調
査
に
着
手
す
る
前
に
伊
那

市
教
育
委
員
会
を
中
心
に
し
て
蟹
沢
桜
林

。
入
林

。
ワ
ラ
ン
ベ
遺
跡
発
掘
調
査

会
を
結
成
し
、
こ
の
中
に
調
査
団
を
含
め
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
　
調
査
の
組
織

蟹
沢
桜
林

。
入
林

・
ワ
ラ
ン
ベ
遺
跡
発
掘
調
査
会

調
査
委
員
会

委
　
員
　
長
　
伊
沢

一
雄
　
伊
那
市
教
育
委
員
会
教
育
長

副

委

員

長
　
北
村
　
誠
　
伊
那
市
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員
長

委
　
　
　
員
　
山
口
　
菫
ユ　
伊
那
市
教
育
委
員
会
委
員
長

調
査
事
務
局
　
村
山
幸
義
　
伊
那
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長

・
　

〃
　
　
　
蟹
沢
典
人
　
　
　
　
　
″
　
　
　
社
会
教
育
課
長

〃
　
　
　
柘
植
　
晃
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
″
　
　
課
長
補
佐

″
　
　
　
宮
原
　
強
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″
　
　
係
長

調
査
事
務
局
　
飯
塚
政
美
　
伊
那
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
任

″
　
　
　
高
木
い
づ
み
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
″
　
主
事

発
掘
調
査
団

長
　
友
野
良

一　
日
本
考
古
学
協
会
会
員

団
　
長
　
根
津
清
志
　
長
野
県
考
古
学
会
会
員

″
　
　
　
　
御
子
柴
泰
正
　
　
　
　
　
″

査
　
員
　
福
沢
幸

一　
　
　
　
″

〃
　
　
　
飯
塚
政
美
　
日
本
考
古
学
協
会
会
員

″
　
　
　
小
池
　
孝
　
　
　
　
″

〔作
業
員
名
簿
〕
　

酒
井
岩
夫
　
池
上
大
三
　
一二
沢
寛
　
大
野
田
英
　
大
野

田
三
千
代
　
埋
橋
程
三
　
後
藤
重
美
　
酒
井
と
し
子
　
柴
佐

一
郎
　
登
内
政
光

登
内
昇
　
網
野
実
子
　
北
原

一
喜
　
大
久
保
富
美
子

（敬
称
略
順
不
同
）

〓
一　
位
　
置

蟹
沢
桜
林
遺
跡
、
入
林
遺
跡
、
ワ
ラ
ン
ベ
遺
跡
は
、
長
野
県
伊
那
市
手
良
野

口
蟹
沢
部
落
に
所
在
す
る
。
遺
跡
地
ま
で
の
道
順
は
次
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
は
、
伊
那
市
街
よ
り
杖
突
街
道
を
東

へ
五
ｋｍ
程
行
く
と

美
篤
上
原
に
至
り
、
上
原
と
上
大
島
の
境
界
付
近
で
杖
突
街
道
を
左
折
し
て
、

北
へ
向
う
。
左
側
に
美
篭
小
学
校
が
見
え
る
。
小
学
校
の
す
ぐ
北
側
に
三
峰
川

右
岸
第
二
河
岸
段
丘
が
東
西
に
走
っ
て
い
る
。
段
丘
斜
面
を
登
り
つ
め
る
と
広

大
な
平
坦
地
が
展
開
し
、
水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
末
広
を
通
り
、
杖
突
街

道
と
別
れ
て
三
ｈ
程
で
手
良
中
坪
に
至
る
。
中
坪
の
中
央
部
付
近
に
八
幡
宮
が

あ
り
、
こ
こ
を
右
折
し
、
さ
ら
に
百
ｍ
程
東

へ
行
き
、
左
折
し
て
、
細
く
、
曲

が
り
く
ね
っ
た
道
路
を

一
ｋｍ
程
北
へ
行
く
と
手
良
野
口
蟹
沢
に
至
る
。
こ
の
集

調 副 団
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落
の
西
側
に
棚
沢
川
が
南
流
し
て
お
り
、
棚
沢
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
河
岸

段
丘
と
山
麓
扇
状
地
面
の
わ
ず
か
な
谷
間
地
形
を
利
用
し
て
集
落
が
営
ま
れ
て

い
る
。

も
う

一
つ
の
道
順
は
伊
那
市
街
よ
り
進
路
を
北
に
と
り
、
上
牧
、
野
底
、
福

島
を
通
り
、
箕
輪
町
境
の
卯
ノ
木
集
落
の
南
側
を
右
折
し
、
八
ツ
手
、
下
手
良

を
通
る
。
下
手
良
地
区
は
手
良
の
中
心
地
で
あ
り
、
伊
那
市
役
所
手
良
支
所
、

手
良
小
学
校
、
手
良
農
協
、
手
良
郵
便
局
、
手
良
診
療
所
、
手
良
保
育
所
等
々

の
各
種
の
公
共
施
設
が
棟
を
並
べ
て
建
っ
て
い
る
。
手
良
農
協
前
、
信
号
機
の

あ
る
三
又
路
を
左
折
し
て
五
〇
Ｏ
ｍ
程
行
く
と
、
野
口
集
落
の
中
心
地
に
至
る

さ
ら
に
、
五
〇
Ｏ
ｍ
程
、
北
東

へ
行
く
と
蟹
沢
集
落
が
見
え
る
。

蟹
沢
桜
林
遺
跡
は
蟹
沢
集
落
の
北
は
ず
れ
に
、
入
林
遺
跡
は
蟹
沢
集
落
の
東

側
に
、
ワ
ラ
ン
へ̈
遺
跡
は
入
林
遺
跡
の
東
側
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
し
て
い
る
。

四
　
地
形

・
地
質

蟹
沢
桜
林
遺
跡
は
棚
沢
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
面
に
、
入
林
遺

跡
は
棚
沢
川
の
支
流
で
あ
る
タ
ラ
ガ
沢
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
山
麓
扇
状
地
の

一扇
端
部
に
、
ワ
ラ
ン
ベ
遺
跡
は
山
麓
扇
状
地
の
扇
頂
部
に
そ
れ
ぞ
れ
立
地
し
て

い
る
。
三
遺
跡
と
も
現
況
は
大
部
分
、
水
田
、
畑
に
な
っ
て
い
る
。
標
高
は
蟹

沢
桜
林
遺
跡
八
四
五
ｍ
～
八
六
十
ｍ
、
入
林
遺
跡
は
八
二
十
ｍ
～
八
四
十
ｍ
、

ワ
ラ
ン
ベ
遺
跡
は
八
三
十
ｍ
～
八
五
十
ｍ
位
を
そ
れ
ぞ
れ
測
定
で
き
る
。

伊
那
谷
の
一
般
的
な
地
形
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
伊
那
谷
は
木
曽
山
脈
、
赤

石
山
脈
、
赤
石
山
脈
の
前
山
で
あ
る
伊
那
山
脈
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
山
脈
の
谷
間
を
天
竜
川
が
蛇
行
し
な
が
ら
南
流
し
、　
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い

る
縦
谷
状
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。
天
竜
川
の
両
岸
に
は
多
く
の
支
流
が
東
流

西
流
し
、
堆
積
、
運
搬
、
浸
食
作
用
の
反
復
に
よ
っ
て
、
大
小
様
々
な
扇
状
地

漢
谷
を
形
造
し
て
い
る
。
伊
那
市
近
隣
も
大
小
様
々
な
支
流
に
よ
っ
て
扇
状
地

河
岸
段
丘
の
発
達
が
顕
著
で
あ
り
、
河
岸
段
丘
は
竜
西
で
五
段
、
竜
東
で
八
段

を
成
し
て
い
る
。

遺
跡
付
近
の
徴
地
形
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
清
水
英
樹
氏
が
記
述
さ
れ
た

『浜
弓
場
遺
跡
』
の
報
告
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
こ
の
報
告
書
に
ま
と
め
た
三
遺
跡
は
浜
弓
場
遺

跡
と
二
〇
〇
ｍ
位
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
同
じ
よ
う
な
地
形

。
地
質
を

成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
遺
跡
地
は
、
伊
那
山
脈
の
花
同
岩
を
基
盤
と
な

し
、
そ
の
上
に
棚
沢
川
、
竜
ノ
沢
川
、
タ
ラ
ガ
沢
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状

地
で
、
南
西
に
傾
斜
し
、
北
東
に
は
ほ
と
ん
ど
傾
斜
を
も
た
な
量
扇
状
地
や
丘

陵
地
で
あ
る
。
な
お
、
高
尾
礫
層
の
完
全
な
露
出
は
、
東
方
の
清
水
庵
の
崖
に

み
ら
れ
る
。
こ
の
礫
層
の
上
位
に
古
期
テ
フ
ラ
層

（チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
）
が
堆

積
し
、
中
期
テ
フ
ラ
が
降
灰
堆
積
す
る
ま
で
に
時
間
的
間
隔
が
あ
り
、
風
化
さ

れ
、　
一
部
が
残
り
、
そ
の
上
に
中
期
テ
フ
ラ
が
降
灰
し
、
堆
積
し
、
新
期
テ
フ

ラ
が
降
灰
す
る
ま
で
に
時
間
的
問
隙
が
あ
り
、
風
化
さ
れ

一
部
が
残
り
、
新
期

ロ
ー
ム
層
の
降
灰
が
あ
る
。
遺
跡
地
の
展
開
す
る
高
尾
段
丘
は
、
美
篭
の
天
神

山
を
形
成
し
た
時
代
に
次
ぐ
古
い
段
丘
で
、
伊
那
谷
の
河
岸
段
丘
は
、
古
い
方

か
ら
、
塩
嶺
面
、
高
尾
面

（Ｉ

・
Ｈ
）
、
大
泉
面
、
神
子
柴
面

（Ｉ

。
Ｈ
）
、

南
殿
面
、
木
下
面

（Ｉ

・
Ｈ

。
Ⅲ
）
と
発
達
し
て
い
る
な
か
の
高
尾
面
に
相
当

す
る
段
丘
面
で
あ
る
。

遺
跡
地
付
近
の
テ
フ
ラ
層
は
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、下
部
か
ち
古
期
、中
期
、

新
期
テ
フ
ラ
層
と
呼
ぶ
。
中
期
テ
フ
ラ
層
は
、
神
子
柴
段
丘
面
を
形
成
し
た
神



子
柴
礫
層
と
同
時
層
で
あ
り
、
新
期
テ
フ
ラ
層
と

一
部
同
時
層
は
、
南
殿

。
木

下
段
丘
面
を
形
成
し
た
。
南
殿
礫
層
、
木
下
礫
層
Ｉ

・
Ｈ

・
Ⅲ
で
あ
る
。
ま
た

高
尾
面
を
形
成
し
た
高
尾
礫
層
と

一
部
同
時
層
と
な
る
テ
フ
ラ
層
は
、
古
期
テ

フ
ラ
層
で
あ
る
。
な
お
、
古
期
テ
フ
ラ
層
中
に
は
六
枚
、
中
期
テ
フ
ラ
層
中
に

は
五
枚
、
新
期
テ
フ
ラ
層
中
に
は
二
枚
の
浮
石
層
が
爽
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
浮
石
の
多
く
は
、
放
射
年
代
が
判
明
し
て
い
る
。

五
　
周
辺
遺
跡
と
の
関
連

手
良
地
区
は
伊
那
市
で
は
東
部
地
域
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は

天
竜
川
の
東
側
、
い
わ
ゆ
る
竜
東
地
域
と
呼
ば
れ
、
天
竜
川
の
西
側
、
い
わ
ゅ

る
竜
西
地
域
と
対
比
さ
れ
る
。
手
良
地
区
の
最
も
大
き
な
河
で
あ
る
棚
沢
川
の

周
辺
に
は
数
多
く
の
遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
。
手
良
地
区
で
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
遺
跡
は
五
Ｏ
ヵ
所
を
越
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
存
在
立
地
条
件

を
考
え
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
棚
沢
川
を
中
心
と
し
た
河
岸
段
丘
面
に

立
地
し
て
い
る
遺
跡
群
、
山
笙
扇
状
地
の
扇
頂
と
扇
端
に
立
地
し
て
い
る
遺
跡

群
。
手
良
に
お
け
る
縄
文
早
期
の
遺
跡
と
し
て
浜
弓
場
、
所
洞
、
ワ
ラ
ン
ベ
、

松
太
郎
窪
が
あ
げ
ら
れ
る
。

浜
弓
場
遺
跡
は
宅
地
造
成
を
行
う
と
の
こ
と
で
、
昭
和
四
十
七
年
十

一
月
二

十
九
日
か
ら
十
二
月
十
九
日
に
か
け
て
伊
那
市
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
縄
文
早
期
焼
石
群
三
基
、
縄
文

中
期
竪
穴
住
居
址
四
軒
、
平
安
時
代
竪
穴
住
居
址
二
軒
、
中
世
の
土
墳

一
基
で

あ
っ
た
。
土
器
と
し
て
は
斜
縄
文
、
楕
円
押
型
文

・
山
形
文
と
楕
円
文
の
組
み

合
わ
せ
、
田
戸
下
層
式
、
鵜
ヶ
島
台
系
、
茅
山
下
層
系
、
茅
山
上
層
系
、
花
積

式
、
関
山
式
、
黒
浜
式
、
五
領
ヶ
台
式
、
下
小
野
式
、
井
戸
尻
式
、
加
曽
利
Ｅ

式
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
灰
釉
陶
器
、
内
耳
土
器
。

縄
文
中
期
の
遺
跡
と
し
て
は
所
洞
、
辻
垣
外
、
地
神
原
、
宮
の
平
、
東
松
、

鳴
神
、
狐
垣
外
、
松
太
郎
窪
等
々
が
み
ら
れ
る
。
狐
畑
地
籍
か
ら
は
縄
文
中
期

の
栗
の
炭
化
物
が
出
土
し
た
と
の
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
組
文
晩
期
の
遺
跡
と

し
て
は
野
口
遺
跡
が
火
葬
墓
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
全
国
的
に
名
が
知
れ
わ
た

っヽ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
遺
跡
は
葬
制
を
研
究
す
る
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
遺
跡
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

南
垣
外
か
ら
は
平
安
時
代
中
ご
ろ
の
灰
釉
陶
器
長
頸
瓶
と
人
骨
が
出
た
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
は
現
在
は
庚
申
塚
と
呼
ば
れ
、
数
本
の
庚
申
塔
が
建

立
さ
れ
て
い
る
。
庚
申
塚
か
ら
西
へ
五
〇
Ｏ
ｍ
位
行
っ
た
水
田
地
帯
が
古
代
の

手
良
郷
の
中
心
地
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
福
島
遺
跡
で
あ
る
。

時
代
は
前
後
す
る
が
、
中
坪
の
砂
場
遺
跡
を
昭
和
五
十
二
年
に
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
弥
生
後
期
の
住
居
址
二
軒
、
古
墳
時
代
の
住
居
址
二

軒
、
平
安
時
代
の
住
居
址
四
軒
の
発
見
を
み
た
。
笠
原
堂
垣
外
、
富
士
塚
遺
跡

か
ら
は
古
式
土
師
器
の
良
好
な
セ
ッ
ト
と
竪
穴
住
居
址
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
と
し
て
は
矢
塚

・
山
伏
塚
が
か
っ
て
は
存
在
し
て
い
た
が
、
二
つ
と
も

現
在
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
浜
弓
場
遺
跡
の
南
の
溜
池
を
構
築
す
る
時

に
多
量
の
人
骨
が
出
土
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

近
世
の
遺
跡
と
し
て
上
村
遺
跡
が
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年
六
月

一
日
～
六
月

七
日
に
か
け
て
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
寛
永
通
宝
六
枚
、
人
骨
、
キ
セ

ル
が
発
見
さ
れ
た
。
古
銭
の
鋳
造
年
代
及
び
古
銭
の
出
土
枚
数
か
ら
し
て
近
世

の
墓
で
あ
る
。
六
枚
の
古
銭
と
は
六
文
銭
の
風
習
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
政
美
）
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第 1図 位 置 及 び 遺 跡 分 布 図

遣 跡 の 名 称

①沢  山 ⑩矢  塚 ⑩東  松 ②小百済毛 ①六 道 原 〇辻 西 幅 ①菅  窪

②ヨキトギ ⑪野 口畑 ⑩古 八 幡 ④近  洞 ⑦野  口 ①島  崎 ①富 士 塚

③蟹沢桜林 ⑫金  山 ④鍛治垣外 ⑩上  村 ①下手良中 ④堤  林 ①古 屋 敷

④ ワラ ンベ ⑬竜 の 沢 ②中  原 ⑩社 宮 地  原   ⑦ 山 の 田 ①城  山

⑤ 入  林 ⑭鳴  神 ④石 見 堂 ①宮 の 平 ①大  原 ①神 手 原 ⑦浜 弓 場

⑥大  上 ⑮ 山 伏 塚 ②二 十 平 ⑫砂  場 ⑩松太郎窪 ⑩ 日 向 畑

⑦狐 垣 外 ⑩丸  山 ④地 神 原 ①清 水 洞 ①南 垣 外 ⑩笠原堂垣外

③′島ノ 宮 ⑫向  田 ④小 萩 原 ⑭郷 の坪 ⑫角  城 ①堤  下

⑨辻 垣 外 ⑬堂 垣 外 ②大百済毛 ①柿 の 木 ④垣  外 ⑫林  越



跡

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

二
　
遣
　
構

一　

発
掘
日
誌

昭
和
六
十
年
七
月
二
十

一
日

（水
）

晴
　
本
日
よ
り
蟹
沢
桜
林
遺
跡
へ
入

る
。
部
分
的
に
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
実
施
す
る
が
遺
物
の
出
土
は
な
か
っ
た
。
南

側
に
面
し
た
傾
斜
の
強
い
所
に
遺
跡
地
が
存
在
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

山
の
押
し
出
し
が
多
く
、
ま
た
、
現
存
し
て
い
る
沢
と
の
比
高
差
が
少
な
い
た

め
に
、
か
っ
て
は
流
れ
た
可
能
性
が
強
く
、
山
麓
の
押
し
出
し
が
厚
く
覆
っ
て

い
た
。
従
っ
て
、
遺
跡
の
密
度
は
薄
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
六
十
年
八
月

一
日

（木
）

晴
　
前
日
に
引
き
続
き
、
グ
リ
ッ
ト
掘
り

を
実
施
す
る
が
、
遺
物
の
出
土
は
何
も
な
か
っ
た
。
地
層
の
状
態
は
前
日
の
と

「同
様
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
遺
跡
の
密
度
は
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
日
を

も
っ
て
、
蟹
沢
桜
林
遺
跡
の
分
布
調
査
を
終
了
す
る
。

昭
和
六
十
年
十
二
月
四
日

（水
）

晴
　
蟹
沢
桜
林
遺
跡
の
本
格
的
な
調
査

を
し
て
み
る
が
、
地
層
の
状
態
は
夏
場
施
行
し
た
時
と
同
じ
よ
う
で
あ
っ
た
た

め
に
遺
構
の
検
出
は
ま
ず
望
め
な
い
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
は
土
器
片
と
陶
器
片

が
各
々
一
片
づ
つ
出
土
し
た
。
道
具
の
あ
と
か
た
づ
け
を
し
、
伊
那
市
考
古
資

料
館

へ
発
掘
器
材
を
運
搬
す
る
。

昭
和
六
十
年
十
二
月
～
昭
和
六
十

一
年

一
月
　
図
面
の
整
理
、
原
稿
執
筆
、

報
告
書
の
編
集
。

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
印
刷
所

へ
送
る
。

林

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
遺
構
の
検
出
は
何
も
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
北
か
ら
南

へ
の
傾
斜
が
極
め
て
強
く
、
住
居
を
構
え
る
に
は
地
形
的
条
件

が
悪
る
す
ぎ
た
。

〓
一　
遺
　
物

　

（図
版
４
～
５
）

今
回
の
調
査
で
遺
物
が
二
点
出
土
し
た
。
図
版
４
は
縄
文
中
期
の
土
器
片
と

思
わ
れ
る
。
文
様
は
外
面
が
全
て
剥
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
不
明
で
あ
る

黒
茶
褐
色
を
呈
し
、
少
量
の
雲
母
を
含
み
、
焼
成
は
普
通
で
あ
る
。
図
版
５
は

近
世
陶
器
の
茶
碗
で
あ
る
。
器
の
底
面
中
央
部
付
近
に
藍
色
の
呉
須
を
用
い
て

文
様
を
付
け
て
あ
る
。
文
様
は
小
さ
な
円
形
状
の
文
を
ほ
ぼ
等
間
隔
に
五
点
描

き
出
し
て
い
る
。
高
台
の
近
く
に
呉
須
を

一
本
同
心
円
状
に
施
し
て
あ
る
。

四
　
ま
と
め

今
回
の
発
掘
調
査
の
直
接
的
動
機
は
小
規
模
排
水
特
別
対
策
事
業
地
内
に
含

ま
れ
る
と
の
こ
と
で
、
本
遺
跡
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
遺
跡
の
存
在
し

て
い
る
地
域
は
南
向
き
の
極
め
て
急
傾
斜
を
呈
す
る
地
形
で
あ
り
、
し
か
も
、

か
っ
て
土
地
改
良
を
実
施
し
た
よ
う
な
水
田
の
形
態
と
な
っ
て
お
っ
た
。
以
上

の
事
柄
を
総
合
し
て
み
る
に
全
面
的
に
調
査
を
実
施
し
て
み
て
も
、
遺
構
の
あ

る
可
能
性
は
極
め
て
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
政
美
）
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図版 1 遺跡地を南側より眺む

図版 2 発掘調査を終了したグリット
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図版 4 出 土 土 器 図版 5 出 土 陶 器
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遺

一　

発
掘
日
誌

昭
和
六
十
年
十

一
月
十
五
日

（金
）

晴
時
々
曇
　
入
林
と
言
わ
れ
て
い
る

遺
跡
付
近
へ
発
掘
器
材
を
運
搬
し
、
テ
ン
ト
を
南
北
に
長
↑
二
張
り
建
て
る
。

現
況
が
水
田
で
あ
っ
た
た
め
に
、
何
ん
の
抵
抗
も
な
く
、
安
易
に
テ
ン
ト
が
建

て
ら
れ
た
。
運
搬
及
び
テ
ン
ト
建
て
は
午
後
三
時
頃
終
了
す
る
。
そ
れ
以
後
は

発
掘
予
定
地

（現
況
桑
畑
）
の
桑
の
枝
を
か
た
づ
け
る
。

昭
和
六
十
年
十

一
月
十
九
日

（火
）

晴
　
十
五
日
に
桑
の
枝
を
か
た
づ
け

た
桑
畑
を
桑
の
う
ね
幅
に
従
っ
て
掘
っ
て
い
ぐ
。
で
き
る
だ
け
試
掘
溝
を
多
く

入
れ
る
が
遺
物
は
全
く
出
土
し
な
か
っ
た
。
耕
土
は
浅
く
、
三
十
ｃｍ
位
で
ロ
ー

ム
層
に
達
し
た
。

昭
和
六
十
年
十

一
月
二
十
日

（水
）

晴
　
前
日
、
掘
っ
た
桑
畑
を
は
さ
ん

で
南
側
の
桑
畑
ヘ
グ
リ
ッ
ト
を
入
れ
て
、
掘
っ
て
み
る
。
道
を
は
さ
ん
だ
最
も

北
側
に
東
か
ら
西
へ
溝
状
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
途
中
か
ら
、
こ
の
溝
よ
り

南

へ
溝
が
存
在
し
、
溝
が
鍵
の
手
状
に
曲
が
っ
て
い
る
た
め
に
館
跡
の
可
能
性

が
強
く
な
っ
た
。
内
耳
土
器
片
が
若
千
出
土
し
た
。

昭
和
六
十
年
十

一
月
二
十

一
日

（木
）

晴
　
溝
状
遺
構
の
拡
張
を
す
る
。

内
耳
土
器
片
が
少
量
出
土
し
た
。

昭
和
六
十
年
十

一
月
二
十
二
日

（金
）

晴
　
溝
状
遺
構
は
最
終
的
に
は
堀

の
形
態
を
成
し
て
い
た
。
堀
底
よ
り
か
な
り
大
き
な
破
片
の
内
耳
土
器
片
が
出

林

跡
土
し
た
。
堀
底
は
南
側
へ
行
く
に
従
っ
て
や
や
傾
斜
を
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
年
十

一
月
二
十
五
日

（月
Ｙ
　
曇
時
々
晴
　
土
地
改
良
実
施
予
定

用
地
内
の
堀
は
大
般
掘
り
上
げ
を
終
了
す
る
。
堀
の
中
央
部
付
近
の
東
側
に
大

き
な
凹
み
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
を
第

一
号
土
墳
と
す
る
。

昭
和
六
十
年
十

一
月
二
十
八
日

（木
）

曇
の
ち
雨
　
午
後
は
雨
足
が
激
し

く
な
っ
て
き
た
の
で
、
作
業
は
午
前
中
で
終
了
す
る
。
堀
の
北
側
の
流
し
堀
用

に
利
用
し
た
堀
の
引
水
を
し
た
箇
所
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
引
水
用
の
堀
は
東

へ
東

へ
と
延
び
て
い
た
。
第

一
号
土
墳
の
掘
り
下
げ
を
進
め
て
い
く
。
堀
の
中

か
ら
古
瀬
戸
灰
釉
菊
花
文
皿
が
出
土
し
、
本
館
跡
の
年
代
が
あ
る
程
度
判
明
し

て
き
た
。
第

一
号
土
疲
よ
り
縄
文
中
期
の
打
製
石
斧
が
二
点
出
土
し
た
。

昭
和
六
十
年
十

一
月
二
十
日

（土
）

晴
　
入
林
遺
跡
の
堀
の
清
掃
を
し
、

写
真
撮
影
を
す
る
。
午
後
、
堀
の
平
面
実
測
と
セ
ク
シ
ョ
ン
の
実
測
を
す
る
。

昭
和
六
十
年
十
二
月
二
日

（火
）
　

晴
　
入
林
遺
跡
の
堀
の
実
測
と
断
面
実

測
、
地
形
図
、
全
測
図
の
作
製
。

昭
和
六
十
年
十
二
月
～
昭
和
六
十

一
年

一
月
　
図
面
の
整
理
、
原
稿
執
筆
、

報
告
書
の
編
集
。

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
印
刷
所

へ
送
る
。

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

二
　
遣
　
構

　

（第
１
～
４
図
、
図
版
２
～
３
）
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第 1図 地形及び城館跡実測図



０
一　
城
館
跡

　

（第
１
～
３
図
　
図
版
２
１
３
）

本
城
館
跡
の
存
在
は
地
域
住
民
に
は
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
伝
承

す
ら
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
今
回
の
検
出
は
新
発
見
と
な
っ
た
次
第

で
あ
る
。
付
近

一
帯
に
は
か
つ
て
の
城
館
跡
の
存
在
を
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
小

字
名
の
存
在
が
見
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
っ
た
。
次
に
城
館
跡
の
構
造
を
述
べ
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
全
体
的
な
規
模
は
、
全
面
発
掘
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
正

確
な
る
数
値
は
把
握
不
可
能
で
あ
る
が
、
今
ま
で
存
在
、
あ
る
い
は
検
出
さ
れ

た
城
館
跡
か
ら
見
た
状
態
か
ら
論
を
展
開
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

推
測
す
る
に
、
外
郭
と
内
郭
の
両
郭
部
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
両
郭
部
の
存
在
す
る
場
所
の
自
然
的
条
件
と
し
て
は
、
西
側
に
棚

沢
川
が
北
か
ら
南

へ
流
れ
、
比
高
数
ｍ
の
段
丘
崖
を
形
成
し
て
お
り
、
こ
の
河

川
の
両
岸
に
は
、
わ
ず
か
な
氾
濫
原
が
開
け
、
水
田
地
帯
を
成
し
て
い
る
。

南
側
に
は
東
か
ら
西
へ
流
れ
、
棚
沢
川
に
合
流
す
る
小
河
川
が
発
達
し
、
こ

の
河
に
よ
っ
て
形
造
さ
れ
た
数
ｍ
か
ら
成
る
小
河
岸
段
丘
が
連
ら
な
り
、
河
川

の
両
側
に
は
大
規
模
な
湿
地
帯
が
見
ら
れ
、
大
部
分
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
、

蟹
沢
地
区
の
一
大
穀
倉
地
帯
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

今
回
の
発
掘
で
検
出
さ
れ
た
堀
址
は
検
出
さ
れ
た
位
置
か
ら
み
て
、
外
堀
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
広
が
り
範
囲
は
、
外
郭
の
東
側
付
近
に
南
北
に
長
く
、
ほ
ぼ

直
線
状
に
走
っ
て
い
る
。
堀
の
南
側

一
帯
は
今
回
の
土
地
改
良
事
業
実
施
地
区

内
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
発
掘
調
査
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
周
囲
の
地

形
か
ら
み
て
、
こ
の
堀
の
規
模
は
推
定
五
十
ｍ
位
と
思
わ
れ
、
南
側
で
、
段
丘

崖
下
へ
抜
き
出
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
検
出
さ
れ
た
外
堀
の
上
面
幅
は

一
ｍ
三

十
ｃｍ
～

一
ｍ
五
十
ｃｍ
位
を
、
底
面
幅
二
十
ｃｍ
～
五
十
ｃｍ
位
を
測
る
。
壁
面
は
や

や
な
だ
ら
か
な
傾
斜
を
呈
し
、
全
体
的
に
は
よ
く
手
を
掛
け
た
よ
う
に
見
う
け

ら
れ
た
。
壁
面
の
下
部
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
若
干
箱
薬
研
堀
り
を
呈
し
、
粘
板
岩

製
の
石
が
土
層
に
く
い
込
ん
で
認
め
ら
れ
た
。
流
し
堀
り
工
法
を
使
用
し
た
と

み
え
て
、
底
面
の
レ
ベ
ル
は
北
か
ら
南

へ
わ
ず
か
な
が
ら
傾
斜
を
し
て
お
り
、

底
面
自
体
は
割
合
に
固
く
な

っ
て
い
た
。

壁
面
上
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
は
ソ
フ
ト

ロ
ー
ム
層
、
下
部
か
ら
底
面
に
か

け
て
は
ハ
ー
ド

ロ
ー
ム
層
に
よ

っ
て
組
成
さ
れ
て
い
た
。
底
面
近
く
よ
り
内
耳

土
器
片
が
出
土
。

南
北
に
長
く
検
出
さ
れ
た
外
堀
に
対
し
、
ほ
ぼ
直
角
な
状
態
で
東
西
に
溝
が

検
出
さ
れ
た
。
こ
の
溝
の
東
側
は
上
流
の
方

へ
、
西
側
は
棚
沢
川

へ
と
流
れ
込

ん
で
い
る
模
様
で
あ
る
。
壁
面
は
上
部
か
ら
下
部
に
か
け
て
傾
斜
が
強
く
、
下

部
か
ら
底
面
に
か
け
て
は
直
線
状
を
成
し
、
全
般
的
に
箱
薬
研
状
を
呈
す
る
。

底
部
は
砂
礫
層
が
多
量
に
堆
積
し
、
堆
積
状
況
か
ら
し
て
、　
一
時
的
な
堆
積
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
溝
の
効
用
を
考
え
て
み
る
と
次
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
堀
を
築
く

に
は
多
く
の
労
働
力
が
必
要
と
な
る
。
水
を
使

っ
て
堀
を
掘
れ
ば
、
労
働
力
は
少

な
く
て
す
む
。
従

っ
て
、
上
流
の
ワ
ラ
ン
ベ
地
籍
か
ら
水
を
取
り
入
れ
て
、
西

へ
流
し
、
外
堀
、
内
堀
を
構
築
す
る
付
近
で
、
せ
き
止
め
て
、
水
を
南
北
に
流

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
本
城
館
の
内
堀
は
外
堀
の
西
側
に
存
在
し
た

と
み
え
て
、
現
在
は
堀
り
切
り
道
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
東
西
に
走
る
溝

の
底
面
近
く
よ
り
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
古
瀬
戸
灰

釉
平
碗
、
古
瀬
戸
灰
釉
小
皿
が
出
土
し
、
構
築
年
代
の
確
証
性
を
高
め
て
く
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
政
美
）
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南北  水糸レベ/L/標 高830。 65m

腑砂質‐こ富む＞̈ム層

味
＜
＜
大

一

黒
土
土
＜

ロ

＜
色
色
層
ト

土
褐
褐
礫
フ

耕
茶
黄
砂
ソ

ー
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

西

第2図 流 し堀 址 東 壁 断 面 図

第 3図 堀 址 南 壁 断 面 図

②

土

渡

（第
４
図
、
図
版
４
）

こ
の
遺
構
は
南
北
に
延
び
る
堀
の
中
央
部
付
近
の
東
側
に
検
出

さ
れ
た
。
土
疲
の
形
態
を
有
し
て
い
る
。
表
土
面
か
ら
三
十
ｃｍ
位

下
っ
た
ロ
ー
ム
層
を
掘
り
込
み
、
南
北
二
ｍ
二
十
ｃｍ
、
東
西
三
ｍ

六
十
ｃｍ
位
を
測
り
、
平
面
プ
ラ
ン
は
不
正
長
円
形
状
を
呈
し
て
い

フ０
。壁

高
は
八
十
ｃｍ
か
ら

一
ｍ
位
あ
り
、
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
る

東
壁
は
外
傾
が
強
く
、
軟
弱
で
あ
っ
た
。
西
壁
は
や
や
垂
直
気
味

で
堅
く
な
っ
て
い
た
。
北
壁
の
内
傾
の
床
面
近
く
に
ロ
ー
ム
層
に

く
い
込
ん
で
人
頭
大
程
の
粘
板
岩
が
数
個
、
配
列
さ
れ
て
い
た
。

∠

．

水系レベル標高829.97m

水糸レベ/t/標高829.39m

第 4図  第 1号土堀実測図
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床
面
は
軟
弱
で
、
凹
凸
が
多
く
あ
っ
た
。
縄
文
中
期
の
打
製
石
斧
が
二
点
一出

土
し
た
。
従
っ
て
、
本
遺
構
は
縄
文
中
期
と
判
明
し
た
。

〓
一　
遣
　
物

　

（第
５
●
７
図
、
図
版
６
～
８
）

０
一　
土
器

　

（第
５
～
６
図
、
図
版
６
）

第
５
図
の
土
器
は
グ
リ
ッ
ト
内
よ
り
出
±
。
器
厚
は
五
皿
位
と
中
厚
手
に
属

し
て
い
る
。
無
文
地
に
ヘ
ラ
に
よ
る
沈
線
が
Ｓ
字
状
に
明
瞭
に
描
出
さ
れ
て
い

る
。
黄
褐
色
を
呈
し
、
少
量
の
長
石
を
含
み
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
縄
文
後

期
初
頭
堀
の
内
Ｉ
式
に
属
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
６
図
の
土
器
は
城
館
跡
の
南

北
に
走
る
堀
の
底
面
よ
り
出
土
し

た
内
耳
質
系
鍋
型
土
器
で
あ
る
。

全
体
の
五
分
の
一
位
残
っ
て
い
た

も
の
を
図
上
復
元
し
て
掲
載
し
た

破
損
し
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
に

耳
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

日
径
は
二
五
、
八
ｃｍ
あ
り
、
大

き
さ
と
し
て
は
中
位
で
あ
る
。
現

存
し
て
い
る
器
高
か
ら
察
し
て
、

か
な
り
深
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内

。
外
面
と
も
に
、
ロ
ク
ロ
痕
が
顕
著

で
あ
る
。
室
町
後
期
か
ら
戦
国
期
の
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

②
　
石
器

（第
７
図
、
図
版
７
）

第
７
図

（１
～
２
）
の
石
器
は
と
も
に
第

一
号
土
墳
の
床
面
近
く
か
ら
出
土

し
た
。

（１
～
２
）
は
と
も
に
下
端
が
わ
ず
か
に
開
く
撥
形
状
の
打
製
石
斧
で

あ
り
、
剥
離
調
整
は
見
事
で
あ
る
。

（
１
）
は
変
成
岩
製
、

（
２
）
は
硬
砂
岩

で
あ
る
。
双
方
と
も
縄
文
中
期
の
代
表
的
な
打
製
石
斧
で
あ
る
。

０
　
陶
磁
器

（図
版
８
）

第 5図

土器拓影

2

10cm

第 6図 土器実測図

第 7図 石器実測図



今
回
出
土
し
た
陶
磁
器
は
こ
こ
に
掲
載
し
た
五
点
で
あ
り
、
名
称
、
時
期
、

備
考
を
記
す
。
１
は
古
瀬
戸
灰
釉
平
碗
　
十
五
世
紀
後
半
　
空
口窯
終
末
。
２
は

古
瀬
戸
灰
釉
小
皿
　
十
六
世
紀
前
半
　
大
窯
Ｉ
期
。
３
は
鉄
釉
壺
状
容
期
　
十

八
世
紀
代
　
産
地
は
不
明
。
４
は
鉄
釉
落
し
蓋
　
十
七
世
紀
前
半
　
産
地
不
明

５
は
古
瀬
戸
鉄
釉
稜
皿
　
十
六
世
紀
前
半
　
大
窯
Ｈ
期
。

四
　
ま
と
め

今
回
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
城
館
跡
の
堀
、
土
墳

一
基
で
あ
っ
た
。

城
館
跡
の
時
代
は
前
述
し
た
よ
う
に
出
土
陶
磁
器
片
か
ら
み
て
、
室
町
終
末
期

か
ら
戦
国
時
代
と
思
わ
れ
る
。
付
近
に
入
垣
外
と
言
う
小
字
名
が
あ
る
。
富
県

型
橋
文
書
の
中
に
入
子
城
主
野
口
氏
と
い
ナ
記
載
が
み
ら
れ
、
こ
の
入
と
い
う

一
字
は
何
か
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
遺
跡
発
掘
地
か
ら

一
山
越
え
れ
ば
高

遠
町
藤
沢
谷
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
名
族
藤
沢
氏
が
盛
隆
し
て
お
り
、
藤
沢
氏
が

天
竜
川
沿
岸
地
帯

へ
進
出
す
る
た
め
の
ル
ー
ト
筋
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、

こ
の
ル
ー
ト
筋
の
前
衛
の
拠
点
地
区
と
し
て
こ
の
城
館
跡
を
設
置
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

前
述
し
た
埋
橋
文
書
の
内
容
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
織
田
氏
の
高
遠

城
攻
略
、
武
田
氏
の
滅
亡
、
つ
い
で
織
田
氏
の
減
亡
と
時
代
は
急
激
に
大
き
な

変
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
中
で
、
高
遠
か
ら
藤
沢
谷
に
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
保

科
正
直
の
身
の
振
り
方
に
注
目
す
べ
き
点
が
多
か
っ
た
。

天
正
十
年

（
一
五
八
二
）
八
月
廿

一
日
、
保
科
正
直
は
弟
の
内
藤
昌
月
と
連

署
で
、
埋
橋
彦
助
に
埋
橋

・
福
地
、
入
子
等
の
地
に
お
い
て
三
二
貫
文
の
地
を

宛
行
っ
て
い
る
。
保
科
氏
系
統
は
名
族
、
藤
沢
氏
の
分
派
と
も
い
わ
れ
て
い
る

説
も
あ
る
。

一
方
、
手
良
地
区
に
於

い
て
は
戦
国
時
代
に
勢
力
を
持

っ
て
い
た
向
山

一
族

も
考
慮
に
入
れ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
向
山

一
族
を
代
表
す
る
の
に
向
山

出
雲
が
あ
り
、
現
存
す
る
向
山
姓
の
先
祖
だ
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
向
山

出
雲
守
の
系
統
を

『
甲
陽
軍
鑑
』
に
よ

っ
て
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

品
第
舟
二
　

（中
略
）

一綺晦嘲崎時妊囀』嘲賠卿臥貯獣到鳩猜は使へ喘聾裁紐「四鰤雌』

（公
）
を
諏
訪
の
頼
茂
跡
目
と
号
し
、信
州
伊
奈
の
郡
代
に
な
さ
れ
、
た
か

と
う
に
置
申
べ
き
と
あ
れ
ば
、
義
信
公
尤
と
被
レ
仰
付
、
四
郎
勝
頼
公
、

た
か
と
う
城
代
也
。
勝
頼
公
に
付
ら
る

ヽ
衆
、

一
、
跡
部
右
衛
門
　
　
一
、
向
山
出
雲
　
　
一
、
小
田
桐
孫
右
衛
円

（下
略
）

中
世
土
豪
の
勢
力
範
囲
か
ら
み
て
、
向
山
氏
が
野
口
蟹
沢
地
区
に
ま
で
勢
力

範
囲
を
広
げ
て
い
た
か
は
大
き
な
疑
間
が
あ
る
点
か
ら
し
て
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
入
林
遺
跡
の
中
世
城
館
跡
は
藤
沢
氏
配
下
の
も
の
の
可
能
性
が
強
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
出
土
陶
磁
器
の
鑑
定
は
愛
知
県
立
陶
磁
資
料
館
学
芸
課
長
柴
垣

勇
夫
氏
、
同
館
学
芸
員
、
井
上
喜
久
男
氏
、
仲
野
泰
裕
氏
に
依
頼
し
た
。

（飯
塚
政
美
）
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鑽
繭

図版 1 遺跡地を東側から眺む

図版 2 堀 址 全 景 (北側より)
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籠 菫

図版 3 堀 址 全 景 (南側より)

纂

fl響:|

図版 4 第  1 号 土 壌



図版 5 発 掘 風 景

図版 6 出 土 土 器 図版 7 出 土 石 器
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図版 8 出 土 陶 磁 器



フ

一　

発
掘
日
誌

昭
和
六
十
年
十

一
月
二
十
九
日

（金
）

晴
　
ワ
ラ
ン
ベ
遺
跡
へ
入
る
。
グ

リ
ッ
ト
掘
り
を
実
施
す
る
。
耕
土
は
浅
い
と
こ
ろ
で
十
ｃｍ
位
、
深
い
と
こ
ろ
で

三
十
ｃｍ
位
と
割
合
に
浅
か
っ
た
。
長
芋
を
つ
く
っ
た
と
み
え
て
、
土
層
の
攪
乱

が
顕
著
で
あ
っ
た
。
黒
燿
石
片
が
わ
ず
か
に
出
土
し
た
。

昭
和
六
十
年
十
二
月
～
昭
和
六
十

一
年

一
月
　
図
面
の
整
理
、
原
稿
執
筆
、

報
告
書
の
編
集
　
　
　
　
　
　
　
・

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
印
刷
所

へ
送
る
。

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

二
　
遣
　
構

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
遺
構
の
検
出
は
何
も
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
遺
構

は
今
回
、
土
地
改
良
を
実
施
す
る
地
区
外
に
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〓
一　
遺
　
物

今
回
の
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
遺
物
は
わ
ず
か
に
黒
燿
石

一
片
と
言
う
み

じ
め
な
状
態
で
あ
っ
た
。
遺
構
同
様
、
今
回
、
土
地
改
良
を
実
施
す
る
地
区
外

に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
で
き
え
よ
う
。

四
　
ま
と
め

今
回
の
発
掘
調
査
は
土
地
改
良
に
伴
な
う
小
規
模
排
水
特
別
対
策
事
業
で
、

事
業
地
区
内
は
す
で
に
大
部
分
以
前
に
土
地
改
良
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
事
実

ン

ベ

跡

遺
が
現
存
し
て
い
る
水
田
の
区
画
及
び
面
積
か
ら
断
定
で
き
る
。

実
際
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
み
る
と
、
山
麓
か
ら
の
押
し
出
し
の
状
況

（

地
表
直
下
に
多
量
の
砂
礫
層
が
含
ま
れ
て
い
た
）
、
ま
た
、
過
去
の
水
田
造
成

の
折
に
、
遺
構
の
存
在
し
そ
う
な
土
層
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

二
つ
の
容
態
か
ら
み
て
、
今
回
、
調
査
を
実
施
し
た
付
近
に
は
遺
構
の
存
在

可
能
性
は
皆
無
に
近
い
状
態
と
断
定
し
て
も

一
向
に
か
ま
わ
な
い
と
想
像
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

も
う
少
し
、
山
麓
線
上
に
該
当
す
る
場
所
、
あ
る
い
は
土
地
改
良
を
実
施
し

て
い
な
い
地
域
に
は
そ
の
数
は
は
っ
き
り
と
把
握
で
き
な
い
が
、
遺
構
は
存
在

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
手
良
土
地
改
良
事
務
所
、
地
元
土
地
改
良
役
員

一
同
、
伊
那
市
教

育
委
員
会

一
同
、
調
査
団
の
諸
先
生
、
作
業
員
の
皆
様

一
同
に
対
し
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
政
美
）
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第 1図 地形及びグリット配置図 (1:1,000)
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図版 1 遺跡地の近景及び発掘終了後のグリッ ト

図版 2 発 掘 風 景
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